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2022 年 10 月 

雪印メグミルク株式会社 
グリーンボンド・フレームワーク 

1. はじめに

雪印メグミルク株式会社（以下「当社」）は、グループ長期ビジョン 2026 及び「雪印メグミルクグル

ープ サステナビリティ方針」を踏まえ、グリーンボンド・フレームワーク（以下「本フレームワーク」）を

策定しました。 
 本フレームワークは独立した外部機関である株式会社格付投資情報センター（R&I）により、「グリ

ーンボンド原則 2021（ICMA）」並びに「グリーンボンドガイドライン 2022 年版（環境省）」との適合性

に対するセカンドオピニオンを取得しております。 
当社は本フレームワークに則り、グリーンボンドを発行いたします。 

1.1 グリーンボンド発行の意義 
 現在、当社グループを取り巻く経営環境は、地球温暖化をはじめとする深刻な環境問題や、想定

を超える急激な社会構造の変化など、不透明で厳しい状況にあります。そのような中、当社グルー

プは社会において「なぜ必要とされているのか、何のために存在しているのか」、その存在意義・志

を求められています。当社のその答えは、我々の前身の一つである雪印乳業株式会社が掲げた創

業の精神、「健土健民」だと考えます。「健土健民」とは、「酪農は大地の力を豊かにし、その豊かな

大地から生み出された牛乳・乳製品は、最高の栄養食品として、健やかな精神と強靭な身体を育

む。」ということを意味します。 
 創業当時の社会課題は、日本国内における安定的で豊かな食生活の実現であり、創業者たちは

酪農乳業という事業を通して、その解決のために立ち上がりました。今、当社グループの存在意義・

志は、酪農乳業に関わるバリューチェーンのいたるところで生み出される価値の提供によって、現

代における様々な社会課題の解決を図り、健全で豊かな環境を保全し、将来世代にも継承すること

ができる持続可能な社会を構築することだと考えています。 
 当社はグリーンボンドを発行し、その発行を通じ、当社グループの存在意義・志である「健土健民」

の精神を、債券投資家をはじめとした全てのステークホルダーに対して積極的に発信し、建設的な

対話を行うことで、ステークホルダーとの継続した信頼関係を構築して参ります。 

1.2 発行体概要 
 当社は 2009年10月1日に日本ミルクコミュニティ株式会社および雪印乳業株式会社が経営統合

し、共同持株会社として設立し、2011年4月1日に日本ミルクコミュニティ株式会社および雪印乳業

株式会社を吸収合併いたしました。 
 当社グループでは、「乳製品」、「飲料・デザート類」といった商品の製造、販売だけでなく、酪農生

産に関わる「飼料・種苗」などの事業を展開しています。 
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1.3 企業理念 
当社グループの企業理念は、私たちの使命と、コーポレートスローガンで構成します。 

 当社グループは、3 つの使命（「消費者重視経営の実践」「酪農生産への貢献」「乳（ミルク）にこだ

わる」）を果たし、ミルクの新しい価値を創造することにより、社会に貢献する企業であり続けます。 

＜私たちの使命＞ 
（1）消費者重視経営の実践

当社グループは、消費者基本法に定められた「消費者の権利」と「事業者の責務」をしっかりと認

識し、 
 安全で安心していただける商品・サービスを提供すること

 可能な限りの情報提供、情報開示を行うこと

 消費者の声を傾聴し、経営に反映していくこと

 危機管理の体制を整え、不測の事態に迅速かつ適切に対応していくこと

を基本姿勢として、消費者重視経営を実践していきます。

（2）酪農生産への貢献

当社グループは、日本の酪農を基盤として成り立っています。当社グループは、酪農生産者の良

きパートナーとして信頼関係を深め、乳の価値をしっかりと伝えていくことで、生産者の想いに応え

ていきます。そして、牛乳・乳製品の需要拡大を実現することで、国内酪農生産の基盤の強化と持

続的発展に貢献していきます。 

（3）乳（ミルク）にこだわる

当社グループは、ミルクの持つ無限の可能性を信じ、ミルクに向き合い、ミルクにこだわり続けるこ

とで、ミルクの持つ可能性を「深め」、ミルクの価値を「高め」、世界に「拡げていく」ことを実現してい

きます。 

＜コーポレートスローガン＞ 
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1.4 グループ長期ビジョン 2026 
 2017 年 5 月、当社グループは、持続的な成長に向け 10 年後に目指すべき姿を示した「グルー

プ長期ビジョン 2026」を発表しました。この長期ビジョンでは、当社グループのすべての活動の基

軸となる「グループ企業理念」を踏まえ、消費者・酪農生産者・社員の視点から、それぞれ 3 つの未

来を描き、それを「ミルク未来創造企業」と名付けました。この長期ビジョン実現のための戦略とし

て、「Transformation & Renewal『変革』、そして更なる『進化』へ」とする 3 つのコンセプトを示しま

した。 
 1 つ目は、「事業ポートフォリオの変革（Transformation）」です。持続的な成長を可能とするため、

複数の事業が収益を創出できる新しい時代の事業ポートフォリオへ変革させていきます。2 つ目は

「事業成長を支える生産体制の進化（Renewal）」です。事業ポートフォリオの変革に連動させ、新

技術の導入やライン構成の組替えなどにより、効率性の高い競争力ある生産ラインへ進化させて

いきます。3 つ目は、「変革（Transformation）」と「進化（Renewal）」を同時に実現するための「グル

ープ経営の推進（Group Management）」です。グループの経営資源やバリューチェーンを最大限

活用し、グループ総合力を強化していきます。 
 「グループ長期ビジョン 2026」の取組み期間である 2017 年度から 2026 年度を 3 つのステージ

に分けて推進しております。 
第 1 ステージ 

（2017 年度～2019 年度） 

第 2 ステージ 

（2020 年度～2022 年度） 

第 3 ステージ 

（2023 年度～2026 年度） 

位置付け 

Transformation 

(変革)の始動 

Transformation 

(変革)の加速 
Renewal(進化)へ 

グループ経営の 

始動・推進 

グループ経営の 

展開強化 

グループ経営の 

加速・進化 

役割 

収益基盤の複数化およびキ

ャッシュ・フロー最大化 
グループ収益基盤の確立 

4 つの事業分野における収

益の安定的創出 

生産体制進化への着手 生産体制進化の本格始動 生産体制進化の加速 

1.5 雪印メグミルクグループ 企業行動憲章 
 雪印メグミルクグループは、サプライチェーンのすべての段階において、「雪印メグミルクグループ 
企業行動憲章」に基づき、関係法令、国際ルールおよびその精神を遵守し、高い倫理観のもと公正

かつ誠実に行動していきます。 
1. 持続可能な企業価値の向上と社会課題の解決

私たち雪印メグミルクグループは、雪印メグミルクグループの企業理念を実現するため、事業

活動を通じて、企業価値の向上に努めるとともに、社会課題の解決を図ることにより持続可能

な社会の発展に貢献します。

2. 消費者との信頼関係

私たち雪印メグミルクグループは、品質管理を徹底し、社会に有用で安全な商品・サービスを

お届けします。また、消費者基本法に基づく「消費者の権利」と「事業者の責務」を認識し、商

品・サービスに関する適切な情報提供や誠実なコミュニケーションを行い、消費者の満足と信

頼を獲得します。万が一提供した商品に事故が発生した場合は、消費者の安全を最優先に考

えて適切に対応します。

3. 公正な事業活動

私たち雪印メグミルクグループは、高い倫理観と責任感を持って、企業倫理（コンプライアンス）

を遵守し、その徹底を図り、公正で透明かつ自由な競争に基づく事業活動を行います。また、

反社会的勢力との取引・交友など一切の関係を持ちません。
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4. 公正な情報開示、ステークホルダーとの対話

私たち雪印メグミルクグループは、消費者、酪農生産者、株主をはじめとするすべてのステーク

ホルダーの理解と信頼が得られるように、企業情報を積極的、効果的かつ適時、適切に開示し

ます。また、企業価値の向上を図るためにステークホルダーとの継続的な対話を通じて透明性

のある経営を実践します。

5. 働き方の改革と職場環境の充実

私たち雪印メグミルクグループは、従業員の能力を高め、人格、多様性、個性を尊重する働き

方を実現します。また、自由と活気に満ちた企業風土を構築し、健康と安全に配慮した、働きが

いのある職場環境を整備していきます。

6. 環境問題への取組み

私たち雪印メグミルクグループは、気候変動への対応、水資源の有効活用、廃棄物の適正管

理をはじめとした環境問題を人類共通の課題としてとらえ、サプライチェーンを通じて自然にや

さしい技術・商品・サービスを開発していくことで、環境保全に取り組みます。

7. 人権の尊重

私たち雪印メグミルクグループは、サプライチェーンを通じて、基本的人権を尊重し、人種、国

籍、性別、宗教、思想などの違いによる差別の禁止や、強制労働、人身売買、児童労働などの

不当な扱いの禁止、安全かつ健康的な労働環境の提供などの取組みを進めます。

8. 危機管理の徹底

私たち雪印メグミルクグループは、平時より緊急事態が発生した場合のことを想定した準備を

怠りません。火災や天災、事故などといった緊急事態が発生した場合は、人命を優先した上

で、事業活動の維持継続・早期復旧に努めます。また、会社の財産を大切にし、個人情報をは

じめとする機密情報を厳重に管理します。

9. 地域社会とのパートナーシップ

私たち雪印メグミルクグループは、「良き企業市民」として、すべての事業所において、積極的

に社会に参画し、コミュニケーションを図ることで、信頼の絆をつくり地域社会の発展に貢献し

ます。

10. 本憲章の徹底

雪印メグミルクグループの経営に携わる者は、本憲章の精神の実現が自らの役割であると認

識し、グループ企業内への徹底を自ら率先して行います。あわせて、サプライチェーンにかか

わるすべての人に本憲章の精神に基づく行動を促します。
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1.6 サステナビリティ 
1.6.1 雪印メグミルクグループ サステナビリティ方針 

私たち雪印メグミルクグループは、「雪印メグミルクグループ企業理念」を実現するために、「雪印

メグミルクグループ 企業行動憲章」に基づき、事業活動を通じて、社会とともに持続的に成長して

いくためのサステナビリティ経営を以下のとおり推進します。

1. 重要課題（マテリアリティ）を特定し、具体的な目標を設定するとともに、取組み状況を定期的に

開示します。

2. 「グループサステナビリティ委員会」および「全社環境会議」を定期的に開催し、サステナビリティ

経営に関する取組み計画の策定、KPI の進捗確認を行い、PDCA サイクルを回すことによりサ

ステナビリティ経営の継続的推進を図ります。

3. 雪印メグミルク株式会社の各部署とグループ各社にサステナビリティリーダーを配置し、コンプラ

イアンス徹底や重要課題（マテリアリティ）の解決に向けて、全従業員が参加する「サステナビリ

ティグループ活動」などの活動を行います。

4. 過去に雪印メグミルクグループが起こした事件への反省のもと、コンプライアンス徹底と未来に

向けた社会課題解決のため、年 2 回、「食の責任を強く認識し、果たしていくことを誓う日の活動」

として、全従業員が参加する活動を行います。

5. 「雪印メグミルクグループ 企業行動憲章」を行動に移すために、グループ各社で「行動基準」を

策定し、その浸透に努めます。
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1.6.2 重要課題（マテリアリティ）と KPI（重要管理指標） 
 当社は、社会および当社グループの持続可能性の向上を図るため、社会への影響度と当社グル

ープの事業への影響度が高い社会課題を抽出し、5 つの重要課題（マテリアリティ）と KPI（重要管

理指標）を設定しました。 
【 重要課題（マテリアリティ）の特定プロセス 】 

【 重要課題（マテリアリティ）と KPI（重要管理指標） 】 

重点取組みテーマ KPI 

安全で安心していただける

商品・サービスの提供 

2022 年度までに、雪印メグミルクブランド製品を製造している国内外の食

品施設の 75％以上において、GFSI※に認定された国際的な食品安全スキ

ーム（FSSC､SQF など）の認証を取得し、以降についても更なる GFSI の

認証取得拡大を進める。（※1） 

2022 年度までに、風味評価技能を持つ官能評価員認定者を育成する。

（官能評価員認定者数：2017 年度比 110%以上）（※2） 

健康寿命延伸への貢献 乳（ミルク）を通じて健康寿命延伸に貢献する研究開発、商品開発、サービ

ス提供、情報発信を行う。（※2）

健康寿命延伸への貢献を重点テーマとした食育活動を実施し、2019～

2026 年度で年間平均 4.5 万人の参加者数を目指す。（※3） 

※ GFSI（Global Food Safety Initiative）とは、世界の食品関連企業が食品安全システムの継続的改善を

目的に協働で推進する食品安全に関するグローバルプラットフォームで、認証規格は FSSC22000 や

SQF などがあります。

重点取組みテーマ KPI 

酪農生産基盤強化への取

組み推進 

日本酪農青年研究連盟の運営支援および酪農総合研究所の活動により、 

持続的酪農経営を行うための経営管理・技術的支援を行う。（※2） 

雪印種苗の飼料作物種子の生産、供給と、生産者へのサポートを継続し、

雪印種苗の製品による作付面積の拡大により、自給飼料型酪農を推進す

るため、2030 年度に雪印種苗製品による作付面積を 2019 年度比 3％増

やす。（※4） 
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重点取組みテーマ KPI 

地球温暖化の防止 2030 年度までに、CO2 排出量を 2013 年度比 50％削減する。（※5） 

持続可能な資源の利用 2022 年度までに、使用する紙を 100％環境に配慮した原材料にする。（※

2） 

2026 年度までに、認証パーム油 100％調達を目指す。（※2） 

2030 年度までに、環境に配慮した包装容器を開発・使用し、石油由来のプ

ラスチックの使用量（売上原単位）を 2018 年度比 25％削減する。（※6）

紙・バイオマスプラスチックの容器を優先して使用する。（※2） 

ペットボトルの使用量削減のために、社内のマイカップ・マイボトルを普及

推進する。（※2） 

循環型社会の形成 2030 年度までに、廃棄物排出量を 2013 年度比 30％削減する。（※7） 

2030 年度まで、廃棄物リサイクル率 98%以上を維持する。（※7） 

2021 年度までに、食品廃棄物リサイクル率 95%以上にする。（※6） 

環境に配慮した商品開発を推進する。（既存商品・新規商品の賞味期間の

延長や、賞味期限の年月表示を積極的に推進）（※2） 

2030 年度までに、生産拠点の用水使用量を 2013 年度比 9%削減する。

（※2） 

毎年、生産拠点の水リスクを確認し、事業継続のリスク評価を行う。（※7） 

重点取組みテーマ KPI 

人材の多様化と人材育成 2025 年度までに女性経営職（管理職）比率 10％以上にする。（※2） 

ワーク・ライフ・バランスの

実現と労働生産性の向上 

健康経営優良法人制度認定を毎年取得する。（※2） 

人権の尊重 「雪印メグミルクグループ 人権方針」に基づき、毎年、人権デュー・ディリジ

ェンスや啓発活動を行い、事業活動における人権リスクの特定・防止・軽減

を図る。（※2） 

重点取組みテーマ KPI 

地域社会とのパートナーシ

ップ 

地域と連携し、社会課題解決に貢献する。（※2） 
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［KPI の対象会社］ 

※1 雪印メグミルク㈱、いばらく乳業㈱、甲南油脂㈱、みちのくミルク㈱、八ヶ岳乳業㈱、雪印ビーンスターク

㈱、雪印オーストラリア㈲、雪印メグミルクインドネシア㈱、協同乳業㈱、ルナ物産㈱、㈱ミルクの郷 

※2 雪印メグミルク㈱

※3 雪印メグミルク㈱、雪印ビーンスターク㈱

※4 雪印種苗㈱

※5 雪印メグミルク㈱、いばらく乳業㈱、甲南油脂㈱、直販配送㈱、みちのくミルク㈱、八ヶ岳乳業㈱、雪印種

苗㈱、雪印ビーンスターク㈱ 

※6 雪印メグミルク㈱、いばらく乳業㈱、八ヶ岳乳業㈱、雪印ビーンスターク㈱

※7 雪印メグミルク㈱、いばらく乳業㈱、甲南油脂㈱、みちのくミルク㈱、八ヶ岳乳業㈱、雪印種苗㈱、雪印ビ

ーンスターク㈱ 
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1.6.3 サステナビリティ推進体制 
 2022 年 7 月グループ全体のサステナビリティを経営レベルで推進していくために「グループサス

テナビリティ委員会」を設置しました。当社社長が委員長を務め､代表取締役を含む全担当役員、サ

ステナビリティ推進部長を委員とし､グループ会社社長参加のもと、重要課題（マテリアリティ）の KPI
の進捗確認や、達成に向けた協議を行い、取締役会に報告しています。その下には「サステナビリ

ティ推進部会」を設置し、サステナビリティ担当役員が部会長を務め、委員として社長が参加する中、

サステナビリティ課題の PDCA を行っています。「脱炭素分科会」、「脱プラ分科会」、「人権分科会」

からの報告を受け具体的な取組みを検討しています。 
 また、従業員に対しては、当社の各部署とグループ会社にサステナビリティリーダーを配置し、『サ

ステナビリティグループ活動』などにより、サステナビリティの浸透、社会課題解決に向けた取組み

を推進しています。 
 その他、「社外の目」による検証や提言をサステナビリティ経営に生かすため、取締役会の諮問機

関として、社外の有識者・社内労働組合の代表および社内委員によって構成される企業倫理委員

会を設置しています。 
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1.7 環境 
1.7.1 雪印メグミルクグループ 環境方針 

私たち雪印メグミルクグループは、自然の恵みから生まれるミルクを中心とした事業活動と地球環

境の共生を目指します。そのために、「雪印メグミルクグループ 企業行動憲章」に基づき、「雪印メ

グミルクグループ 環境方針」をここに定め、持続可能な資源の有効利用に努めます。 
1. 法令の遵守 

環境法令・条例および自主基準を遵守し、法改正などに迅速に対応します。 
2. 環境への配慮 

重要課題（マテリアリティ）を特定し、KPI を達成することで、限りある資源の有効利用、温室効

果ガスや廃棄物の排出抑制、リサイクル・リユースに継続的に取り組みます。 
3. 環境意識の向上 

環境保全に対する自覚を持つとともに、環境教育を積極的に推進します。 
4. 生物多様性の保全 

事業活動において、資源を持続可能な形で利用することで、生物の多様性を保全し、未来の

社会作りに貢献します。 
5. 環境情報の開示 

環境情報を積極的に開示し、透明性のある環境保全活動に努めます。 
 

1.7.2 環境マネジメント体制 
 当社の環境マネジメントは、環境保全活動の最高責任者である社長をトップに、環境担当役員を

環境統括責任者とする環境マネジメントシステム（EMS:Environmental Management System）に

よって総合管理をしています。EMS の実効性を向上するため年 2 回全社環境会議を開催していま

す。EMS の適切な運用や情報共有、及び全社環境目標の協議と進捗管理を行います。また、各部

門には環境管理責任者をおくことで、全員参加型の環境マネジメントに取組み、ISO14001：2015※

に準拠した環境マネジメントシステムを推進しています。 
※ ISO14001：2015 組織内で環境保全に取り組むための体制作りに関する国際規格 
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1.8 外部イニシアチブへの参加 
●国連グローバル・コンパクト 
 当社は、SDGs が掲げる「誰一人取り残さない」世界の実現や、持続可能な社会に貢献する私た

ちの取組みを更に深化させるため、2020 年 6 月、「国連グローバル・コンパクト」に署名しました。

「人権」「労働」「環境」「腐敗防止」の 4 分野 10 原則に取り組み、社会と企業の持続可能性を更に

追求していきます。 
 
●気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）への賛同 
 当社は 2021 年 11 月 1 日に TCFD 提言への賛同を表明し、TCFD コンソーシアムに加盟しまし

た。 
 当社グループは、自然の恵みから生まれるミルクを中心とした事業活動と地球環境の共生を目指

しており、「雪印メグミルクグループ 企業行動憲章」に「環境問題への取組み」を掲げ、気候変動へ

の対応や環境問題を、人類共通の課題としてとらえております。 
 また、「雪印メグミルクグループ 環境方針」で、環境情報の積極的な開示は重要であると位置付

け、これに基づき、TCFD の提言に沿った情報開示に取り組むことといたしました。 
 今後、TCFD提言に基づき気候変動におけるシナリオ分析を実施し、当社事業へ及ぼす影響につ

いて、積極的に情報を開示してまいります。 
 当社グループは、従業員一人ひとりが環境に配慮した事業活動を心がけ、限りある資源を有効に

活用し、持続可能な地球環境に貢献していきます。 
 
●RSPO（持続可能なパーム油のための円卓会議）への加盟 
 当社は健全なパーム油産業の発展を目指す趣旨に賛同し、2018 年 7 月に RSPO に加盟し、認

証油の使用を一部商品から開始しています。 
 当社グループはこれからも、環境や人権に配慮したパーム油をはじめとする原材料の調達活動を

通じて、お取引先さまと共に持続可能な社会づくりに取り組んでいきます。 
※ 「Roundtable on Sustainable Palm Oil」の頭文字をとって RSPO と呼ばれる非営利組織。環境や人権

に配慮した、持続可能なパーム油の生産と利用を促進するために設立された。パーム油産業に関連す

る 7 つのセクターの関係者（パーム油生産業、搾油・貿易業、消費者製品製造業、小売業、銀行･投資

会社、環境 NGO、社会･開発系 NGO）の協力のもとで運営されている。 
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2. グリーンボンド・フレームワーク 
 本フレームワークは、以下の枠組みに則り策定しております。 

 「グリーンボンド原則 2021（ICMA）」 
 「グリーンボンドガイドライン 2022 年版（環境省）」 

 
2.1 調達資金の使途 
 グリーンボンドの発行代わり金は、以下の適格クライテリアを満たすプロジェクト（適格プロジェクト）

に関連する新規支出またはリファイナンスに充当する予定です。リファイナンスの場合は、グリーン

ボンドの発行日から遡って 4 年以内に行われた設備投資に係る支出、又は 1 年以内に発生した費

用に係る支出を対象とします。 
 
2.1.1 適格クライテリア 

No. 

グリーンボンド原則 

適格カテゴリー及び 

環境目標 

適格クライテリア SDGs 
当社における 

マテリアリティ 

1 

再生可能エネルギー 

環境目標： 

気候変動の緩和 

ホエイやホエイの有用成分回収工程

で発生する副産物のバイオマスをメタ

ンガス化する設備の導入 

7. すべてのエネ

ルギーをみんな

にそしてクリーン

に 

13. 気候変動に

具体的な対策を 

 

 

2 

汚染防止と管理 

環境目標： 

汚染の防止及び管理 

廃棄物（汚泥）削減に資する排水処理

設備投資 

 

11. 住 み 続 け ら

れるまちづくりを 

15. 陸の豊かさ

も守ろう  

3 

天然資源の持続可能な

管理・運用 

環境目標： 

天然資源の保全 

環境に配慮した原材料への切替えや

石油由来プラスチック使用量の削減 

 森林認証紙など環境に配慮した

容器包装、段ボールへの切替え 

 認証パーム油への切替え 

 バイオマスプラスチックや軽量化

した包材への切替え 

15. 陸の豊かさ

も守ろう 

 

 
2.1.2 グリーンプロジェクトに付随する環境・社会に対するネガティブな効果と対応 
 グリーンプロジェクトのうちバイオマスのメタンガス化に伴い汚泥の増加が見込まれますが、汚泥

乾燥設備の導入により汚泥を乾燥させ、肥料として売却する予定であります。 

 

2.1.3 除外クライテリア 
 グリーンボンドの発行代わり金は、下記に関連するプロジェクトには充当しません。 
 所在国の法令を遵守していない不公正な取引、贈収賄・腐敗・恐喝・横領等の不適切な関係 
 人権・環境等社会問題を引き起こす原因となり得る取引 
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2.2 プロジェクトの評価及び選定のプロセス 
 当社財務部がサステナビリティ推進部及び関連部署と協議を行い、適格クライテリアを満たす適

格プロジェクトを選定します。グリーンボンドの発行に際し選定された適格プロジェクトについては、

代表取締役社長が最終決定します。 
 
2.3 調達資金の管理 
 当社ではグリーンボンドの発行代わり金について、1 年毎に当社財務部が内部管理システムを用

いて充当状況を管理します。調達資金が適格プロジェクトへ充当されるまでの間は、現金又は現金

同等物にて管理します。調達資金は発行から 2 年以内に充当されることを見込んでいます。 
 
2.4 レポーティング 
2.4.1 資金充当状況レポーティング 
 当社は、適格プロジェクトに発行代わり金が全額充当されるまで、発行代わり金の充当状況を年

次で、当社ウェブサイト上に開示します。 
 開示内容は、適格プロジェクト概要、適格カテゴリー単位での資金充当額、発行代わり金の未充

当資金額及び充当額全額のうちリファイナンスとして充当された金額です。 
なお、発行代わり金の全額充当後、大きな変更が生じる等の重要な事象が生じた場合は、適時

に開示します。 
 

2.4.2 インパクト・レポーティング 
 当社は、グリーンボンドの発行代わり金資金が償還されるまでの間、対象事業の概要及び以下の

環境効果に関する指標等を、実務上可能な範囲で年次で当社ウェブサイト上に開示します。 
 

No. 適格カテゴリー 環境改善効果 

1 再生可能エネルギー CO2 削減量（t-CO2） 

2 汚染防止と管理 汚泥の削減量（t）  

3 天然資源の持続可能な管理・運用 
環境に配慮した原材料の使用比率（%） 

石油由来のプラスチック削減量（%） 

 
2.5 外部レビュー 
 当社は、独立した外部機関である株式会社格付投資情報センター（R&I）により、本グリーンボン

ド・フレームワークと、「グリーンボンド原則 2021（ICMA）」並びに「グリーンボンドガイドライン 2022
年版（環境省）」との適合性に対するセカンドオピニオンを取得しております。 
 
 

以 上 


